
　　　　　　　チオウレァの分解度試験成績報告書

　　　分子式　　0孤N！S

　　　構造式

　　　　　　　　　　　　　NH霊　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　8＝c　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　N珪

繍三三脚・一・…・…

　　　　　試料濃度　30P【皿　　汚泥濃度　！00ppm

　3．1　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　3・Z　酸素消費量測定

　　　　　31の記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　（a）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　液体クロマトグラフ

　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　（切　分析試料の前処理　　　　、

　　　　　　　　　　　試　験　液

　　　　　　　　　　　　　　・ろ過（姦2ろ紙使用）

　　　　ll，三皇褻幽唖越童釈

ユ　試験方法及び条件

∠　試験期間　　昭和50年9月8日～昭和’／年／月／o日

ユ試料名　チオウレア（試聯K－96）

（c）分析条件

　　　　全有機炭素分析計（T　O　C計）

　　　　　流速TC回路200皿／短n

　　　　　温度　TG炉　　880℃

　　　　液体クロマトグラフ

　　　　　カラム5’mmφ×05」皿

　　　　　．固　定　相　日立ゲル　手30・zo

　　　　　溶　離　液　／％リン酸水素2ナトリウム溶液：メチルアルコール〔5：！）

　　　　　流速∠2m■／4n士n
　　　　　検出器UV〔．235皿1）

　　　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　　　波長／80㎝～3／0㎜1

　　　　　スリット幅　　　4n皿

　　　　　使用毛ル　　石英セル　／0㎜

侶　試験結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　咽

「
分段㈲「付 図

一付　表1

酸素消費量による結果
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T　O　G計による結果 7！ 2 1

LGによる結果 ！00 3
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吸光光度計による結果 135 4 3



よ　そ　の　他

　　K－96は炭素が少いのてその他の炭素源が共存した場合、生

　分解の可能産※があるといわれ、その確認のため炭素源としてグ

　ルコースを共存させて開放系で参考試験を行ったが、分解しなか

った。（図一5，表一4参照）

※　G．N．P3元素のバランス上浄化効率上最も好ましいのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■）
　BOD　N：：P＝／00：5：／と一般にいわれている。
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